






検尿システムにおいて学校検尿,3 才児検尿の成果は大きいが今一つ先天性の疾患の発見

率は予想より低い。本研究では新生児に負担の無い検査として尿中の酵素 NAG,尿中のβ

2-microglobulin(α1-MG),の測定も実施した。正常範囲は尿中 NAG は index で 9.7-76.0,

尿中β2-MG は 113-6998μg/1,α1-MG は 1.3-17.9μg/1 であった。今後はこのシステムで

異常を指摘された症例の事後の検査の結果とその後の追跡調査を検討したい。


